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はじめに 

研究設備マスタープランとは？ 

アンケートの目的は？ 

• 新潟大学の中期目標・中期計画を支援し、研究基盤を合理的かつ効
率的に整備することを目的として、本学の研究者の合意に基づき毎
年策定される中・大型研究設備の更新と新規導入の整備計画。 

• 対象設備は共同利用（共用）を原則とするが、非共用設備でも大学
の研究強化に資する設備と判断される場合は対象とする。 

新潟大学の研究設備を必要とする実験系の全研究者を対象として、1) 更
新（部分的更新・後継機導入）を希望する現有設備と、2) 新規導入を希
望する研究設備のアンケート調査を行い、本学が必要とする研究設備と
研究者の動向を把握し、研究設備マスタープラン策定の基礎資料として
活用する。 



アンケートの対象となる研究設備：要望設備の区分 

更新設備 

新規導入設備 

1. 取得価格が1000万円以上を目安とした現有研究設備。 
2. 研究設備を対象とし、医療用設備と教育用設備のうち教育に特化した

ものは除く。 
3. 2設備まで要望できる（0～2）。 
4. 部分的更新（アップデートなど）と後継機導入の選択肢がある。 
5. 共用区分を明記する：全学共用設備（複数の部局共用）を原則とする

が、単一部局内共用設備、非共用（専有）設備（本学の研究の強化に
資する機能強化設備を含む）も対象とする。 

1. 価格が1000万円以上を目安とした研究設備。 
2. 2設備まで要望できる（0～2）。 
3. 共用区分を明記する。全学共用設備（複数の部局共用）を原則とする

が、単一部局内共用設備、非共用（専有）設備（本学の研究の強化に
資する機能強化設備を含む）も対象とする。 



【研究設備マスタープラン策定方法】 
 戦略的な研究設備の更新と新規導入を指す計画である。 

  1,000万円以上の研究設備を対象として，２段階のアンケートを実施し，アンケートの集計結果を総合
的に判断して，年度ごとに設備の更新・導入計画が作成される。 

１次アンケート 
研究代表者が対象 
・研究設備を優先順位をつけ
てリスト化 

２次アンケート 
全学の教員が対象 

・研究設備リストから要望設備に優
先順位をつけて投票 

策定の流れ 

共用設備基盤センターが 
アンケート結果を集計 

各種委員会を経て，学長 
が決定する。 

・更新・導入する研究設備を順位付け 

アンケート回答から設備マスタープラン策定まで 

研究者個人アンケート 

施設・部局アンケート 

施設・部局が対象 

・施設・部局として必要な研究設備を優先順位をつけて回答 
・原則的には，法令に基づき整備すべき設備や施設の運営
に必要なインフラ設備を対象 

財務部に別途提出 

回答者数88名 
（五十嵐地区55名、旭町地区33名)  

更新設備 63 新規導入設備 68  

回答者数235名 
（自然科学系と医歯学系教員の32.2％）  

資料：トップ20_更新新
規導入設備一覧 他 

回答者地区別内訳 
（五十嵐地区72名、旭町地区153名）  
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新規導入機器 後継機器（更新機器) 

定価(千円） 

ヘリウム液化シス
テム L140（リン
デ社） 

球面収差補正走
査透過電顕（FEI
あるいはJEOL) 

3T MRIシステム
（GE) 

中動物以上MRI
（Simens Venio) 

ナノ領域観察・分
析・解析システム
（FE-SEM, microCT，

FE-EPMA) (JEOL) 
Tribrid質量分析
装置一式
（Thermo） 

更新設備と新規導入設備の価格分布 

Tukey box plot 

63設備 68設備 

同一機種 

2次アンケート対象設備 



設備評価スコア計算法 

評価スコア ＝ 
１次アンケートの優先順位 
     優先順位1 = 1.2 
     優先順位2 = 1 

2次アンケートの優先順位 
     優先順位1 = 1.5 
     優先順位2 = 1.0 

2次アンケー
トの回答者数 × × 

2次アンケートの回答の対象となった設備の評価スコア 



研究設備マスタープラン策定のための資料 

研究者個人アンケート 

 平成29年度研究設備マスタープラン集計結果総覧（Excelファイル) 

 トップ20_更新新規導入設備グループ一覧（Excelファイル) 

 トップ20_更新新規導入設備一覧（Excelファイル) 

• 1次アンケート及び2次アンケートの結果をもとに，更新設備と新規導入設備をカテゴリー別に分けて，さらに同様
な機能を有する設備グループに分類した集計表。アンケート結果のすべてを含むデータベースとして利用 

• 設備ごとに，1次アンケートの優先順位，2次アンケートの優先順位，回答者数をもとに評価スコアを計算 
• 同一の設備で2次アンケートの優先順位，回答者数が分かれている場合は，それぞれの評価スコアを算出して合

算して総合評価スコア1を計算 
• 設備グループに含まれる設備の評価スコアを合算して総合評価スコア2を計算 

• 「研究設備マスタープラン集計結果総覧」の総合評価スコア2を高い順にソートし，トップ20の設備グループとそ
のグループに含まれる設備の評価スコアと総合評価スコアを記載 

• 本学の研究者がどのような種類の設備を必要としているかを知ることができる 

• 「トップ20_更新新規設備グループ一覧」に含まれる設備のうち，最も高い総合評価スコア1のスコアを持つ設備
を選んでトップ20_更新新規設備グループ一覧順に並べたトップ20の設備のリスト 

• このリストを現在本学で必要な設備とし，研究設備マスタープランとする 



同一設備に対する２次アンケートの統合（優先順位１
と優先順位2の異なる回答の統合） 

同一設備に対する２次アンケートを優先順位別に評価
スコアを算出し，加算して総合評価スコア1を計算 

五十嵐地区と旭町地区別
の回答者数 

同様な機能を有する設備を
統合後の設備グループID 

1次アンケートの設備ID 同様な機能を有する
設備を統合後（設備
クループ）の各設備
の評価スコアを合算
して総合評価スコア2
を算出（ランキング
の基準） 

研究設備マスタープラン集計結果総覧：凡例 



ランク 区分
設備
グループID

カテゴリー 設備ID 設備名 メーカー名
2次アンケートの

設備要求者数
五十嵐地区設
備回答者数

旭町地区設
備回答者数

2次アンケート
設備グループ
総回答者数

2次アンケート設備グループ
五十嵐地区総回答者数

2次アンケート設備グループ
旭町地区総回答者数

総合評価スコア1

設備

総合評価スコア2

設備グループ

1 更新 UPD-12 フローサイトメ
トリー

1-14-UPD1 FACSAriaTM IIIセルソーター
Beckton-

Dickinson
53 0 53 96 1 95 103.2 158.3

2 新規 NEW-19 細胞イメージ
ング解析

1-14-NEW1 IN Cell Analyzer 6000

GE 41 0 41 47 0 47 81 81

3 更新 UPD-19 顕微鏡分析 1-51-UPD2 LSM880 共焦点レーザー顕

微鏡
カールツァイ

ス
10 0 10 66 1 65 60 74.4

4 新規 NEW-9 遠心機 1-10-NEW2 超遠心機一式（フロア型超遠
心機 Optima XE-90＋スウィ

ングロータ SW41Ti ）

ベックマン・
コールター

10 0 10 58 0 58 55 66

トップ20_更新新規導入設備一覧（研究設備マスタープラン）：凡例 

ランキング 

設備グループ
ID 

設備ID 

設備のアンケート回答者数と五
十嵐地区と旭町地区の内訳 

設備が属する設備グループの総回答者数
と五十嵐地区と旭町地区の内訳 

設備グループの中のランキン
グに入った設備の総合評価
スコア1 

設備が属する設備グループ
の総合評価スコア2 

1. 設備グループの総合評価スコア2でランキング（本学で必要な設
備の種類のランキング） 

2. ランキングされた設備グループの中から最も高い総合評価スコア1
を得た設備をランキング 

設備ランキングの決定法 


